Studies on preparation of nano-structured electrodes with use of alkanethiols and metals by オヤマツ, ダイスケ & 小谷松, 大祐
Osaka University














平成 13 年 3 月 23 日
学位規則第 4 条第 l 項該当
工学研究科物質化学専攻
STUDIES ON PREPARATION OF NANO-STRUCTURED ELECｭ





















































て、アルカンチオールの鎖長が UPD 反応性に与える影響、および UPD 反応によるアルカンチオール単分子膜の安
定化の効果についての詳細な検討を行っており、また、電気化学測定および走査型トンネル顕微鏡による観察を行い、
UPD 反応を用いて電極表面にナノメートルレベルの微細構造を調製できることを見出している。これらの結果は、
従来それぞれ単独で用いられてきた、自己集合単分子膜の形成、および金属のアンダーポテンシャル析出という表面
修飾法を組み合わせることにより、電極表面の微細構造を制御し、機能化を行うことができることを示した唯一の例
であり、また、電気化学的手法によるナノ構造の構築に関する基礎研究において重要な知見を与えるものであると考
えられる。よって、本論文は博士論文として価値あるものと認めるo
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